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ライフタイム測定法の比較

QSSPC 法とμPCD 法について簡単に比較します。ここでは弊社で取り扱っている SINTON 社製とそ

の他の測定法（μPCD 法）で行います。

１．測定原理

QSSPC（擬定常状態光伝導度測定装置）法とは？

サンプル上にフラッシュランプを落射させながら（サンプルはいつも疑似定常状態）サンプル

の光伝導力の時間依存性を検出しライフタイム値を算出します。

SINTON 社製の場合、サンプルステージ内に高周波ブリッジのコイルを装備しておりこれによ

って、サンプルの結合を介して電気伝導力を検出し、ライフタイムを算出しております。

２．結果

弊社が行った比較により、QSSPC法とμPCD法とのライフタイム値は、ほとんど誤差がありません。

３．参考 DATA（SINTON 社）
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MIWAOPTO
少数キャリアライフタイム注入依存性

詳細な内容についてはお問い合わせ下さい。

注意：この比較は弊社で行った実験結果です。


